
開催日：令和５年２月８日（水）

場所：宜野湾市民会館１階 大ホール
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沖縄健康医療拠点構想（協議会報告）
内閣府主催｢西普天間住宅地区における
国際医療拠点の形成に関する協議会｣報告
（平成29年4月26日）より抜粋



琉球大学医学部及び病院移転構想
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沖縄健康医療拠点形成に向けた取組
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（１）がんセンターの機能強化
・移転後、通院でがん化学療法を受けられる化学療法室を増室

（２）高度救命救急センターの整備
・救急部を増床（６床→２０床）し、特殊疾患の患者への救命医療を確保
・移転後速やかに高度救命救急センターの指定を取得予定
・ヘリポート設置（離島を含む沖縄県全域の救命医療体制の充実）

（３）災害対応
・移転後、基幹災害拠点病院の指定を取得予定(現病院は地域災害拠点病院)

・災害時における迅速な医療活動及び住民の避難や食料の備蓄を行う

（４）医師確保派遣機能
・沖縄県や医師会と連携し、県全体で医師確保派遣体制を構築

医療水準の向上



沖縄健康医療拠点形成に向けた取組

（１）再生医療の実施
・脂肪幹細胞を用いた臨床研究
⇒日本初の顔面への培養脂肪幹細胞移植
⇒包括的高度慢性下肢虚血に対する日本初の治験

（２）ニューロリハビリの新しい治療技術創出
・脊髄・脳幹損傷等重篤な四肢マヒ患者にも対応出来る先端リハビリを開発

（３）次世代型スマート手術室
・新病院における iMRI併設画像誘導手術室の実装の実現

（４）移植医療の充実
・本院初の生体肝移植を実施（R2.3）
・造血幹細胞移植医療体制整備事業を実施（R2）
・膵臓移植施設の認定（R3）

（５）各種インターベンションの実施
・質の高いカテーテル治療の実践
・県内唯一の経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）の施設認定を受け
（H28）、ハートチームで手術を実施。

高度医療の導入・実施
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沖縄健康医療拠点形成に向けた取組
メディカルパートナー協定

本院では、引き続きスポーツ医学を推進します。
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沖縄健康医療拠点形成に向けた取組

宜野湾市民の健康づくりを応援
～ウォーカブルなまちづくりへの協力～

・全国では医療機関が移転を契機として地元の自治体と連携して市民の
健康増進に取り組む事例が出てきた

・平成２７年度、琉球大学と宜野湾市は包括連携協定を締結
目的の一つとして「健康都市としてのまちづくりの推進を図ること」を明記

・歩くことが楽しくなるような歩道の整備などに宜野湾市と連携して取り組み
西普天間住宅地区を健康まちづくりのモデル地区としたい

・1964年に宜野湾市が制定した『健康都市宣言』にもう一度光を当てたい

・本学は沖縄健康医療拠点の整備を通して西普天間住宅地区が宜野湾市民の
健康づくりの拠点として活用されるように支援していきたい


